
（１）子育て当事者（子育て家庭）に対する施策の重要性

核家族化の進展や、地域のつながりの希薄化など子育て家庭をめぐる環境が変化している中で、子育て当事者
（子育て家庭）が、経済的な不安や孤立感を抱くことなく、健康で、自己肯定感とゆとりをもって、子どもに向き合え
るようにすることが、子ども・若者の健やかな成長のために重要であり、①子育てや教育に関する経済的な負担の軽減、
②地域における子育て支援、③共働き、共育ての推進、④ひとり親家庭への支援といった、子育て当事者（子育て
家庭）への施策に丁寧に取り組むことが重要です。
このため、子育て当事者へのアンケート調査を実施し、子育てに対する意識やニーズについてとりまとめ、主な

調査結果を以下に示しています。

➢ 子どもの人数等
子どもの人数については、「２人」の割合が最も高く、次いで「１人」「３人」となっています。また、

子どもが何人ほしいかについては、「２人」の割合が最も高く、次いで「３人」「１人」「４人以上」となっており、
実際の子どもの数との差がみられています。
もう１人以上子どもを産みたいと思うかについては、前回調査と比べると、「持ちたいと思う」の割合が減少し、

「持ちたいと思わない」の割合が増加しています。
また、もう１人以上の子どもを生みたいと思う環境については、「収入が増えれば持ちたい」の割合が最も高く、

次いで「保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば持ちたい」となっています。

➢ 子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人や施設及び子育てや教育についての相談先
子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人や施設については、「父母ともに」の割合が最も高く、

次いで「母親」「認定こども園」「保育所」「祖父母」となっています。また、子育てや教育についての相談先に
ついては、「配偶者」の割合が最も高く、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」
「友人や知人」となっています。

➢ サービスの利用状況等
平日の施設やサービスの利用状況については、前回調査と比べ、「利用している」の割合が増加しています。

定期的に利用している施設やサービスについては、「認可保育所」の割合が最も高く、次いで「認定こども園」
「幼稚園（通常就園時間）」となっています。
施設やサービスを利用している理由については、前回調査と比べると、「保護者が働いている」の割合が増加し、

「子どもの教育や発達のため」の割合が減少しています。
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➢ 小学校低学年の間に放課後過ごさせたい場所
前回調査と比べると、「放課後児童クラブ」の割合が増加し、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾

など）」の割合が減少しています。

➢ 充実してほしい子育て支援サービス
「育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」の割合が最も高く、

次いで「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」「小児救急など安心して子どもが医療機関を
利用できる体制を整備する」となっています。

➢ 外出する際に困ること
「買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない」の割合が最も高く、次いで「小さな子ども

との食事に配慮された場所（店）が少ない」「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多いので
心配」となっています。

➢ 近所で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人の有無
近所で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人の有無については、前回調査と比べると、「いる」の

割合が減少し、「いない」の割合が増加しています。

➢ 子育てを楽しいと感じるか及び子育てを楽しいと感じる人の有効な子育て支援・対策
子育てを楽しいと感じるかについては、前回調査と比べると、 「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

増加し、「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」の割合が減少しています。
また、子育てを楽しいと感じる人の有効な子育て支援・対策については、「仕事と家庭生活の両立ができる

労働環境の整備」の割合が最も高く、次いで「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」「保育サービスの
充実」となっています。

➢ 子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策
子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策については、「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の

整備」の割合が最も高く、次いで「保育サービスの充実」「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」と
なっています。
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第２章 大阪府における現状と課題について

２．就学前・就学児童の子育てに対する家庭のニーズ

➢ 日常悩んでいること、気になること
子どもに関することについては、「子どもの教育に関すること」の割合が最も高く、次いで「病気や発育発達に

関すること」「食事や栄養に関すること」となっています。
子育て当事者自身に関することについては、「子育てにかかる出費がかさむこと」の割合が最も高く、次いで

「仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと」「子育てによる身体の疲れが大きいこと」と
なっています。

➢ 子育てが地域の人に支えられていると感じるか
前回調査と比べると、支えられていると「感じる」の割合が減少し、支えられていると「感じない」割合が

増加しています。

➢ 特に誰から支えられていると感じるか
前回調査と比べると、「同じ世代の子どもを持つ保護者」と「近所の人」の割合が減少し、「幼稚園、保育所、

地域子育て支援拠点などの職員」の割合が増加しています。

➢ 誰から支えてほしいと感じるか
「同じ世代の子どもを持つ保護者」の割合が最も高く、次いで「幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの

職員」「市役所（町役場／村役場）の職員」となっています。

➢ 子育ての負担を軽減するのに有効だと思われる支援やサービス
子育ての負担を軽減するのに有効だと思われる支援やサービスについての、１番目と２番目の合計は、

「育児用品（紙おむつ、２人乗せベビーカーなど）への経済的支援」の割合が最も高く、次いで「幼稚園や保育所、
認定こども園などに通園するのに必要な食材料、日用品、その他諸費用など無償化の対象とならない経費への支援」
「理由を問わず子どもを一時的に預かってくれるサービス」となっています。
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【市町村ニーズ調査】子育て当事者へのアンケート調査の概要

１ 調査の目的

大阪府子ども計画策定のための基礎資料として、大阪府内43市町村が行ったニーズ調査（市町村ニーズ調査）結果を
大阪府全体版としてとりまとめ、集計・分析したもの

２ 調査対象

府内43市町村（政令市・中核市を含む）の就学前の子どもをもつ保護者

３ 調査期間

令和５年10月から令和６年４月まで

４ 回収状況

配布数 有効回答数 有効回答率

130,799人 57,720人 44.1％

◆問４ー子どもの人数
子どもの人数は、「2人」が44.5％で最も高く、次いで「1人」が35.7％、「3人」が15.0％となっています。

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

35.7

32.8

44.5

47.2

15.0

14.9

3.7

3.2

1.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=54,997)

前回調査

(n=59,880)

1人 2人 3人 4人以上 無回答

［図表2-1-3 子どもの人数］
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◆問５ー子どもが何人ほしいか
「2人」が48.4％で最も高く、次いで「3人」が32.6％、「1人」が8.1％、「4人以上」が6.0％となっています。

8.1

6.5

48.4

48.4

32.6

33.5

6.0

5.6

4.9

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=18,736)

前回調査

(n=25,272)

1人 2人 3人 4人以上 無回答

◆問６ーもう1人以上子どもを産みたいと思うか
「持ちたいと思う」が36.5％、「持ちたいと思わない」が49.5％となっています。また、前回調査と比べると、 「持ちたいと思う」の

割合が減少し、 「持ちたいと思わない」の割合が増加しています。

36.5

41.8

49.5

52.2

5.8 8.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=20,999)

前回調査

(n=18,807)

持ちたいと思う 持ちたいと思わない 市町村独自項目 無回答

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

［図表2-1-5 ほしい子どもの人数］

［図表2-1-6 1人以上の子どもを産みたいか］

＜市町村独自項目の具体例＞

・環境が整えば持ちたいと思う
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◆問６-１ーもう１人以上の子どもを生みたいと思う環境
「収入が増えれば持ちたい」が48.7％で最も高く、次いで「保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば持ちたい」が8.4％、
「家族の理解が進めば持ちたい」が3.6％、「子どもを教育してくれる施設が充実していれば持ちたい」が3.1％、「働くところが
見つかれば持ちたい」が1.8％となっています。

8.4

48.7

1.8

3.1

3.6

23.5

4.8

6.1

8.0

43.2

1.0

2.1

4.1

30.9

4.6

6.0

0.0 50.0 100.0

保育所など子どもを預かって

くれる環境が整えば持ちたい

収入が増えれば持ちたい

働くところが見つかれば持ちたい

子どもを教育してくれる施設が充実していれば持ちたい

家族の理解が進めば持ちたい

その他

市町村独自項目

無回答

今回調査(n=9,576) 前回調査(n=7,535)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

［図表2-1-7 もう１人以上の子どもを生みたいと思う環境］

＜市町村独自項目の具体例＞

・今の人数で満足しているのでほしいと
思わない
・子どもに関する費用負担が減れば
・学校教育の内容が充実すること
・環境に関わらず、ほしいとは思わない
・将来の教育資金のめどが立てば持ち
たい
・ゆとりのある住環境が整えば持ちたい
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◆問９ー子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人や施設
「父母ともに」が67.9％で最も高く、次いで「母親」が30.4％、「認定こども園」が22.4％、「保育所」が20.5％、「祖父母」が
19.1％となっています。

［図表2-1-10 子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人や施設］

67.9

30.4

1.3

19.1

11.1

20.5

22.4

3.5

2.2

0.9

58.1

37.4

1.6

16.7

13.9

20.4

20.8

3.3

2.8

3.0

0.0 50.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

市町村独自項目

無回答

今回調査(n=5,354) 前回調査(n=5,345)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・地域子育て支援拠点（つどいの
広場）

7



◆問12-1ー子育てや教育についての相談先
「配偶者」が75.1％で最も高く、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」が70.9％、「友人や知人」
が55.7％となっています。

［図表2-1-16 子育てや教育についての相談先］

75.1
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民
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委
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委
員
、
主
任
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委
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か
か
り
つ
け
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医
師

市
役
所
（
町
／
村
役
場
）

の
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当
の
窓
口

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト

キ
ン
ダ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
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ス
マ
イ
ル
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ポ
ー
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そ
の
他

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=49,284) 前回調査(n=53,107)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・認定こども園の先生
・小学校の先生
・児童発達支援センターの職員
・地域子育て支援拠点（つどいの広場）の職員
・放課後児童クラブの指導員
・児童館や児童文化センター
・社会福祉協議会（子育てサロン等の活動）
・コミュニティソーシャルワーカー
・習い事の指導者や先生
・同じくらいの子どもを持つ友人（子育てサークル
などのメンバーも含む）・保育所・幼稚園・認定
こども園の保護者
・小学校の保護者
・職場の人（上司・同僚など）
・相談できる人はいない 等
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◆問18ー平日の施設やサービスの利用状況
「利用している」が74.9％、「利用していない」が24.2％となっています。

［図表2-2-1 平日の施設やサービスの利用状況］

74.9

70.6

24.2

28.4

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=57,409)

前回調査

(n=61,563)

利用している 利用していない 無回答

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果
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）
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保
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の
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の
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育
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設
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型
保
育

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど

子
育
て
の
仲
間
が
集
ま
る
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=43,830) 前回調査(n=32,054)

◆問18-2ー定期的に利用している施設やサービス
「認可保育所」が34.0％で最も高く、次いで「認定こども園」が31.8％、「幼稚園（通常就園時間）」が17.8％となって
います。

［図表2-2-4 定期的に利用している施設やサービス］

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・保育所等の一時保育
・児童発達支援センター
・企業主導型保育施設
・児童館・児童センター
・ホームスタート（家庭訪問ボランティア）
・いずれも利用していない
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◆問18-5ー施設やサービスを利用している理由
「保護者が働いている」が66.5％で最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」が39.0％、「保護者が働く予定である、
又は、仕事を探している」が2.0％、「保護者に病気や障がいがある」が1.1％、「保護者がご自身や配偶者の親、親せきの
介護をしている」が0.3％、「保護者が学生である」が0.2％となっています。また、前回調査と比べると、「保護者が働いている」
の割合が増加し、「子どもの教育や発達のため」の割合が減少しています。

［図表2-2-14 施設やサービスを利用している理由］

39.0

66.5

2.0

0.3

1.1

0.2

1.6

7.3

3.4

46.7

58.5

2.1

0.5

1.0

0.2

2.0

3.7

3.1

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

保護者が働いている

保護者が働く予定である、

または、仕事を探している

保護者がご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている

保護者に病気や障がいがある

保護者が学生である

その他

市町村独自項目

無回答

今回調査(n=35,567) 前回調査(n=36,264)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・保護者がそのうち、働きたいと考えている
・子どもに集団生活を経験させたい
・集団生活の中でルールを守ることを身につけさ
せるため
・集団で遊び学ぶことを経験させるため
・基本的な生活のリズムを獲得させるため
・子どもに教育・療育などを受けさせたい
・小学校入学の準備のため
・保護者が出産を控えている、または出産して
間もなく安静中である
・育児疲れやリフレッシュのため
・保護者が育児への不安・負担が大きいと感じて
いる
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◆問27ー小学校低学年の間に放課後過ごさせたい場所
「自宅」が43.0％で最も高く、次いで「放課後児童クラブ」が39.2％、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」

が34.5％、「放課後子ども教室」が30.6％となっています。また、前回調査と比べると、「放課後児童クラブ」の割合が増加し、
「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」の割合が減少しています。

［図表2-7-1 小学校低学年の間に放課後過ごさせたい場所］

43.0

12.5

39.2

30.6

2.3

34.5

1.5

6.1

2.0

3.6

42.7

12.3

32.2

28.1

1.4

39.8

0.5

6.5

0.0 50.0 100.0

自宅

ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

市町村独自項目

無回答

今回調査(n=19,564) 前回調査(n=18,564)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・放課後等デイサービス
・放課後児童クラブ
・子ども食堂などの地域の居場所
・公園や友達の家など
・自宅で留守番する
・その他
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46.2

20.6

33.3
36.9

16.6 19.1
12.9

7.7

27.4 27.8

11.7

40.3

28.9

9.5

46.4

10.2
6.6

2.7

60.2

1.8

55.4

24.2

39.0
47.0

20.0 22.5
16.7

8.8

41.2
36.0

15.4

50.7

39.6

12.3

52.2

10.9
5.9

2.3

0.0

50.0

100.0

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
公
園

な
ど
の
屋
外
の
施
設
を
整
備
す
る

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
保
育
所

や
幼
稚
園
の
運
動
場
の
開
放
を
増
や
す

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
つ
ど
い
の

広
場
な
ど
の
屋
内
の
施
設
を
整
備
す
る

子
育
て
に
困
っ
た
と
き

の
相
談
体
制
を
充
実
す
る

子
育
て
支
援
に
関
す
る

情
報
提
供
を
充
実
す
る

子
育
て
中
の
親
の
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て
の
知
識
や
技
能
の
取
得

に
役
立
つ
親
子
教
室
の
開
催
回
数
の
増
加
と
内
容
の
充
実
を
図
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動

へ
の
支
援
を
充
実
す
る

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
子
ど
も
を
預
け
る
施
設
を
増
や
す

幼
稚
園
に
お
け
る
早
朝
、
夕
方
の
預
か
り
保
育
の

延
長
や
夏
休
み
な
ど
の
預
か
り
保
育
な
ど
を
充
実
す
る

専
業
主
婦
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

に
よ
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
支
援
を
行
う

小
児
救
急
な
ど
安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療

機
関
を
利
用
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

子
ど
も
の
安
全
を
確
保

す
る
対
策
を
充
実
す
る

子
育
て
の
講
座
な
ど
子
育
て
に

つ
い
て
学
べ
る
機
会
を
つ
く
る

育
児
休
業
給
付
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
扶
養
控
除
の

維
持
な
ど
の
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
援
助
の
拡
充

公
営
住
宅
の
優
先
入
居
な
ど
住
宅

面
で
の
配
慮
や
支
援
に
取
り
組
む

そ
の
他

特
に
な
し

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=57,869) 前回調査(n=50,714)

子
連
れ
で
も
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
オ
ム
ツ
替
え
や
授

乳
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
や
、
歩
道
の
段
差
解
消
な
ど
の

「
子
育
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
に
取
り
組
む

◆問38ー充実してほしい子育て支援サービス
「育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」が46.4％で最も高く、

次いで「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」が46.2％、「小児救急など安心して子どもが医療機関を
利用できる体制を整備する」が40.3％、「子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや、
歩道の段差解消などの『子育てのバリアフリー化』に取り組む」が36.9％、「親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の
施設を整備する」が33.3％となっています。

［図表2-10-2 充実してほしい子育て支援サービス］

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・母子保健サービス、産後ケアの充実
・多子家庭への支援の充実
・家事・育児への訪問サービスの充実
・保護者が交流できる場の充実
・仕事と子育ての両立支援についての
啓発
・男性の家事や共育ての啓発
・多様な保育サービスの充実
・地域の子育て支援活動への支援
・子ども食堂等子どもの居場所づくりの
充実 等
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◆問40ー外出する際に困ること
「買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない」が41.5％で最も高く、次いで「小さな子どもとの食事

に配慮された場所（店）が少ない」が38.2％、「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多いので
心配」が35.1％、「トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない」が30.2％、「交通機関や建物がベビーカーでの
移動に配慮されていない」が29.4％、「歩道の段差などがベビーカーや自転車での通行の妨げになっている」が27.2％、
「緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない」が26.9％となっています。

［図表2-12-1 外出する際に困ること］

35.1
27.2 29.4 30.2

20.3

38.2
41.5

26.9

11.6
15.3 12.0

6.9
2.8 2.0

35.7
30.5

34.6 33.8

24.7

40.8 44.1

30.3

15.2 18.3
10.5 7.9

3.0 2.7

0.0

50.0

100.0

自
動
車
の
通
行
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

歩
道
や
信
号
が
な
い
道
路
が
多
い
の
で
心
配

歩
道
の
段
差
な
ど
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
自

転
車
で
の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

交
通
機
関
や
建
物
が
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
の
移
動
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い

ト
イ
レ
が
オ
ム
ツ
替
え
や
親
子

で
の
利
用
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い

授
乳
す
る
場
所
や
必
要
な
設
備
が
な
い

小
さ
な
子
ど
も
と
の
食
事
に
配

慮
さ
れ
た
場
所
（
店
）
が
少
な
い

買
い
物
や
用
事
な
ど
の
合
間
の
気
分
転

換
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
所
が
な
い

緑
や
広
い
歩
道
が
少
な
い
な
ど
街

並
み
に
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
が
な
い

周
囲
の
人
が
子
ど
も
連

れ
を
迷
惑
そ
う
に
見
る

荷
物
や
子
ど
も
に
手
を
と
ら
れ
て
困
っ
て
い

る
と
き
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い

特
に
な
い

そ
の
他

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=44,453) 前回調査(n=45,717)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・暗い通りや見通しのきかない場所が
多く、子どもが犯罪被害に遭うのでは
ないかと心配なこと
・自転車の通行が多いにもかかわらず
自転車専用レーンがなく、道路が
狭いので心配
・病院や健診を受けに行くときの交通
手段に困る
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◆問43ー近所で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人の有無
「いる」が59.6％、「いない」が36.7％となっています。また、前回調査と比べると、「いる」の割合が減少し、「いない」の割合が

増加しています。

［図表2-13-1 近所で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人の有無］

◆問4４ー子育てを楽しいと感じるか
「楽しいと感じることの方が多い」が72.2％で最も高く、次いで「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」が21.0％、

「つらいと感じることの方が多い」が3.5％、「わからない」が1.2％となっています。また、前回調査と比べると、 「楽しいと感じること
の方が多い」の割合が増加し、 「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」の割合が減少しています。

59.6

69.5

36.7

28.6

3.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=20,959)

前回調査

(n=24,092)

いる いない 無回答

［図表2-13-2 子育てを楽しいと感じるか］

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果
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24.9

36.9

9.9
18.1

4.6

19.5

31.2

39.6
43.6

26.2

7.7
3.9

33.9

5.3

33.3 36.0

12.2

24.2

3.2

19.1

33.7
41.1 38.4

31.5

6.5 3.2
7.5 7.8

0.0

50.0

100.0

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実

（
一
時
預
か
り
、
育
児
相
談
な
ど
）

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動

拠
点
の
充
実
（
児
童
館
な
ど
）

訪
問
型
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
支
援

子
ど
も
の
教
育
環
境

子
育
て
し
や
す
い
住
居
・

ま
ち
の
環
境
面
で
の
充
実

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立

が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備

子
ど
も
を
対
象
に
し

た
犯
罪
・
事
故
の
軽
減

援
護
を
要
す
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

そ
の
他

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=16,460) 前回調査(n=11,819)

◆問44-1ー子育てを楽しいと感じる人の有効な子育て支援・対策
「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」が43.6％で最も高く、次いで「子育てしやすい住居・まちの環境面での

充実」が39.6％、「保育サービスの充実」が36.9％、「子どもの教育環境」が31.2％、「子どもを対象にした犯罪・事故の
軽減」が26.2％、「地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」が24.9％となっています。

［図表2-13-3 子育てを楽しいと感じる人の有効な子育て支援・対策］

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・子育て中の親子が知り合える機会の充実
・親子が自由に過ごせる屋内施設の充実
・子育てに関する知識を得る機会の充実
・子育てに関する経済的支援
・発達に配慮を要する子どもに対する支援
・電車やバスなどの乗車時、エレベーター
乗降時などの優先利用の仕組み
・外出時のタクシー利用の支援 等
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◆問44-2ー子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策
「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」が40.6％で最も高く、次いで「保育サービスの充実」が29.7％、

「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が28.4％、「地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談
など）」が27.5％となっています。

［図表2-13-4 子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策］

27.5 29.7

8.3
13.2

6.6
11.7

21.4
28.4

40.6

16.2

6.4 5.3

27.0

11.0

29.1
25.0

8.4
14.9

4.4 7.2

17.4
24.3

32.1

16.2

5.6 5.4 7.4

26.2

0.0

50.0

100.0

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実

（
一
時
預
か
り
、
育
児
相
談
な
ど
）

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動

拠
点
の
充
実
（
児
童
館
な
ど
）

訪
問
型
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
支
援

子
ど
も
の
教
育
環
境

子
育
て
し
や
す
い
住
居
・

ま
ち
の
環
境
面
で
の
充
実

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立

が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備

子
ど
も
を
対
象
に
し

た
犯
罪
・
事
故
の
軽
減

援
護
を
要
す
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

そ
の
他

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=7,020) 前回調査(n=5,826)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・親子が自由に過ごせる屋内施設の充実
・子育てに関する知識を得る機会の充実
・子育てに関する経済的支援
・発達に配慮を要する子どもに対する支援
・電車やバスなどの乗車時、エレベーター
乗降時などの優先利用の仕組み
・外出時のタクシー利用の支援 等
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◆問45ー日常悩んでいること、気になること
（１）子どもに関すること
「子どもの教育に関すること」が24.5％で最も高く、次いで「病気や発育発達に関すること」が21.3％、「食事や栄養に関する

こと」が21.1％となっています。

［図表2-13-5 日常悩んでいること、気になること］

21.3 21.1
13.6 16.0

24.5

13.6

3.0

12.9

2.0 5.3
1.8

29.7 31.5

18.8 21.3

37.4

22.8

4.0

18.5

3.2
6.8

2.3

0.0

50.0

100.0

病
気
や
発
育
発
達
に
関
す
る
こ
と

食
事
や
栄
養
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
と
の
接
し
方
に

自
信
が
持
て
な
い
こ
と

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間

が
十
分
取
れ
な
い
こ
と

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
の
友
だ
ち
づ

き
あ
い
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
の
登
所
・
登

園
拒
否
や
不
登
校
な
ど

特
に
な
い

そ
の
他

市
町
村
独
自
項
目

無
回
答

今回調査(n=71,988) 前回調査(n=51,162)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・子どもが言うことを聞かない
・子育てのことがよくわからない
・病気や医療的ケアに関すること
・子育て支援サービスのこと
・子どもの集団生活への適応に関すること
・子どものインターネット利用に関すること
・子育てで出費がかさむ事
・子どもを叱りすぎているような気がすること
・仕事や自分のやりたいことが十分できないこと
・子育てによる精神的な疲れが大きいこと

等
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◆問45ー日常悩んでいること、気になること
（２）ご自身に関すること
「子育てにかかる出費がかさむこと」が39.7％で最も高く、次いで「仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れない

こと」が39.5％、「子育てによる身体の疲れが大きいこと」が31.8％となっています。

［図表2-13-6 日常悩んでいること、気になること］
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無
回
答

今回調査(n=51,134) 前回調査(n=51,588)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・子どもを叱りすぎてしまう
・子育てについて正しい知識や情報を
得られる機会、手段がない
・周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る
・保護者同士の人間関係がうまくいかない
・保護者自身の病気や障がいによって、
十分に子育てができない
・子どもの世話を放棄してしまう
・経済的に生活が苦しい
・子育てに関するインターネット情報を適切
に活用すること 等
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◆問46ー子育てが地域の人に支えられていると感じるか。特に誰から支えられていると感じるか
（１）支えられていると感じるか
「感じる」が58.2％、「感じない」が36.7％となっています。また、前回調査と比べると、支えられていると「感じる」割合が

減少し、支えられていると「感じない」割合が増加しています。

［図表2-13-7 子育てが地域の人に支えられていると感じるか］

58.2

66.4

36.7

30.7

1.1

0.0

4.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=47,419)

前回調査

(n=48,007)

感じる 感じない 市町村独自項目 無回答

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・どちらでもない
・未回答
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◆問46ー子育てが地域の人に支えられていると感じるか。特に誰から支えられていると感じるか
（２）特に誰から支えられていると感じるか
「同じ世代の子どもを持つ保護者」が55.5％で最も高く、次いで「幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの職員」が
50.3％、「近所の人」が35.7％となっています。また、前回調査と比べると、 「同じ世代の子どもを持つ保護者」と「近所の人」
の割合が減少し、 「幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの職員」の割合が増加しています。

［図表2-13-8 特に誰から支えられていると感じるか］
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8.9
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40.1

65.1

7.9

4.5

47.4

8.5

8.5

1.4

3.8

0.0 50.0 100.0

近所の人

同じ世代の子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、自治会、

子ども会などの地域団体の人

地域活動を行っているＮＰＯなどの人

幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの職員

市役所（町役場／村役場）の職員

その他

市町村独自項目

無回答

今回調査(n=26,440) 前回調査(n=29,697)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・子育て支援センター、つどいの広場などの
職員やボランティアスタッフ
・かかりつけの医師
・習い事などの先生
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◆問46ー子育てが地域の人に支えられていると感じるか。特に誰から支えられていると感じるか
（３）誰から支えてほしいと感じるか
「同じ世代の子どもを持つ保護者」が32.1％で最も高く、次いで「幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの職員」が
31.5％、「市役所（町役場／村役場）の職員」が19.1％、「近所の人」が17.5％、「その他」が15.2％、「地域活動を行っ
ているＮＰＯなどの人」が14.2％、「民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人」が12.8％となっています。

［図表2-13-9 誰から支えてほしいと感じるか］
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37.3
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近所の人

同じ世代の子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、自治会、

子ども会などの地域団体の人

地域活動を行っているＮＰＯなどの人

幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点などの職員

市役所（町役場／村役場）の職員

その他

市町村独自項目

無回答

今回調査(n=15,801) 前回調査(n=12,687)

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・子育て支援センター、つどいの広場などの
職員やボランティアスタッフ
・かかりつけの医師
・習い事などの先生
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１番目(n=10,664) ２番目(n=8,445)

◆問47ー子育ての負担を軽減するのに有効だと思われる支援やサービス
１番目は、「幼稚園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、日用品、その他諸費用など無償化の

対象とならない経費への支援」が17.4％で最も高く、次いで「育児用品（紙おむつ、2人乗せベビーカーなど）への経済的
支援」が17.2％、「理由を問わず子どもを一時的に預かってくれるサービス」が8.1％となっています。
1番目と2番目の合計では、「育児用品（紙おむつ、2人乗せベビーカーなど）への経済的支援」が34.2％で最も高く、
次いで「幼稚園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、日用品、その他諸費用など無償化の対象と
ならない経費への支援」が32.8％、「理由を問わず子どもを一時的に預かってくれるサービス」が17.0％となっています。

［図表2-13-10 子育ての負担を軽減するのに有効だと思われる支援やサービス］

（前回調査より質問項目追加）

【市町村ニーズ調査】 主な調査結果

＜市町村独自項目の具体例＞

・衣料や食料品など生活必需品への支援
・塾など習い事への経済的支援
・住宅費への支援（家賃補助や住宅ローン
の負担軽減など）
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第２章 大阪府における現状と課題について

２．就学前・就学児童の子育てに対する家庭のニーズ（子育て当事者へのアンケート調査結果まとめ）

➢ 収入が増えれば持ちたい
（48.7％）

➢ 保育所など子どもを預かって
くれる環境があれば持ちたい
（8.4％）

➢ 仕事と家庭生活の両立ができ
る労働環境の整備（40.6％）

➢ 保育サービスの充実
（29.7％）

➢ 子育てしやすい住居・まちの
環境面での充実（28.4％）

➢ 子どもを遊ばせる場所がない
（41.5％）

➢ 小さな子どもとの食事に配慮
された場所（店）が少ない
（38.2％）

➢ 歩道や信号がない道路が多い
ので心配（35.1％）

➢ 子育て世帯への経済的援助の
拡充（46.4％）

➢ 親子が安心して集まれる公園
など屋外の施設整備
（46.2％）

➢ 子育てのバリアフリー化への
取組（36.9％）

➢ 子育てにかかる出費がかさむ
こと（39.7％）

➢ 仕事や自分のやりたいこと
など自分の時間が十分取れ
ないこと（39.5％）

➢ 子育てによる体の疲れが大き
いこと（31.8％）

➢ 育児用品への経済的支援
（34.2％）

➢ 幼稚園や保育所、認定こども
園などの通園に必要な経費へ
の支援（32.8％）

➢ 子どもを一時的に預かって
くれるサービス（17％）

もう１人以上子どもを持ちたい
場合に、生みたいと思う環境

子育て当事者が
日常悩んでいること、気になること

外出する際に困ること

子育ての負担軽減に
有効と思われる支援・サービス

子育てのつらさを解消する
ために必要な支援・対策

充実してほしい
子育て支援サービス

子育ての悩み・困っていること

どんな支援やサービスを求めているか

収入が増えれば子どもを持ちたい、子育てにかかる出費がかさむ、自分の時間が十分とれない、子どもを遊ばせる場所がない、
小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない、歩道や信号がない道路が多いといった意見が多くなっています。

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備、子育て世帯への経済的援助の拡充、親子が安心して集まれる公園など屋外の
施設整備、子育てのバリアフリー化、育児用品への経済的支援、通園に必要な経費への支援を求める意見が多くなっています。
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